
堺市まち・ひと・しごと創生総合戦略　進捗状況一覧表

戦略の柱 基本目標 現状値 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０
目標値
（Ｈ３１）

傾向

戦略の柱～「しごと」の創生分野～
　　産業振興や雇用創出によりまち
づくりを牽引します

堺市内の従業者数
※国、地方公共団体の従業者数を除く。指標は、経済
センサスによるもの。

317,936
（H２６年度）

314,806 350,000 ↘

戦略の柱～「ひと」の創生分野～
　　将来の堺を担うづくりを進めます

年少口の維持
※本市の将来推計口では平成32年（2020年）の年少口
を106,931と推計しています。

113,681
（H２６年度）

112,964 111,644 109,363 107,287 113,681 ↘

戦略の柱～「まち」の創生分野～
　　「愛着」や「誇り」を実感する魅力
あるまちづくりを進めます

「堺は魅力や愛着を感じる都市であると思う市民の割合」
54.9％

（H２５年度）
63.70% 70% ↗

戦略
の柱

重点項目 指標 策定時 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０
目標値
（Ｈ３１）

傾向

成長産業（環境エネルギー・健康医療・農業）と新分野への挑戦
本市の創業支援事業計画に基づく創業支援事業を活
用し、新たに創業した事業者数

46者
（平成27年度見込み） 71 61 60 36

50者以上
／年間

↗

訪問型経営相談によるビジネスマッチング件数
156件

（平成26年度）
199 253 292 316

170件以上
／年

↗

ものづくり投資促進条例認定投資額合計
9,650億円

（平成17～26年度までの累計額）
200
億円

476
億円

165
億円

271
億円

100億円
／年

↗

本市の主な雇用施策による就職決定者数
1,762

（平成26年度）
1,778 1,742 1,749 1,770

1,800以上
／年

→

本市の主な雇用施策による女性の再就職支援決定者数
372

（平成26年度）
365 345 246 472

400以上
／年

→

保育所等利用待機児童数
54

(平成27年度)

16
平成28年
4月1日

31
平成29年
4月1日

61
平成30年
4月1日

58
平成31年
4月1日

0 →

放課後児童対策等事業にかかる待機児童数
176

(平成27年度)

178
平成28年
5月1日

21
平成29年
5月1日

0
平成30年
5月1日

2
令和元年
5月1日

0
(令和元年度)

↗

小学校
91.4％

(平成26年度)
94.6% 93.5% 95.7% 98.9%

小学校
95％

↗

中学校
92.9％

(平成26年度)
93.0% 93.0% 100% 95.4%

中学校
97％

↗

小学6年
97.6

(平成26年度)
97.9 98.7 100.5 100.7

小学6年
103

↗

中学3年
93.9

(平成26年度)
96.6 94.4 96.1 96.7

中学3年
100

↗

小学5年
97.0

(平成26年度)
97.3 97.5 97.0 98.0

小学5年
99.5

↗

中学2年
93.0

(平成26年度)
94.2 93.4 93.0 96.3

中学2年
98.8

↗

百舌鳥・古市古墳群の国内推薦決定
推薦書

（原案）の提出
国内推薦
決定

国内推薦決定
(平成28年度)

↗

百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録
推薦書

（正式版）の
提出

イコモス
（国際記念遺跡会議）による

審査・現地調査
↗

中心市街地の活性化 堺東駅及び堺駅の定期利用者を除く乗降客数
42,277/日
(平成25年度)

43,158 43,780 43,974 44,050 43,900/日 ↗

泉北ニュータウンの再生 泉北ニュータウン内の39歳以下の口比率
36.0％

(平成27年3月)
34.9% 34.2% 33.2% 32.4%

34.0％※
(令和2年度)

↘

観光プロモーションによる誘客促進 観光ビジター数
910.4万

(平成26年度)
983.1
万

989.2
万

1,055.5
万

1,047.9万人 1,320万 ↗

「PTAや地域のが学校の諸活動にボランティアとして参
加してくれる」と答えた学校の割合

間力をはぐくむ教育の推進

学力テストの堺市の平均値

体力テストの堺市の平均値

まち

百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録の推進

しごと
産業を支える中小企業の競争力強化

若者、女性などあらゆるの活躍支援

ひと

安心して産み育てられる子育て支援

家庭・地域とともにはぐくむ子育て力の向上

参考資料2


